
宮崎県立日南振徳高等学校
令和４年度第２学期始業式 「校長講話」

○ はじめに
「国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会」への協力について

１ 各種大会や地域活動について

２ 自転車の乗り方について

３ 新型コロナウイルス感染防止対策について

４ 校訓に相応しい生徒を目指そう

日南振徳高校公認キャラクター

「しんとくん」



○はじめに

「国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会」への協力について

（１）２０２４年（令和６年）九州ブロック大会［宮崎県開催］
日南市は会場の予定なし
※１年生は少年種目への参加を期待

（２）２０２７年（令和９年）国スポ・障スポ［宮崎大会］

○ 日南市で開催される競技種目

男子バレーボール（成年男子、知的障害者）、レスリング、
セーリング、高校野球、綱引、ターゲットゴルフ

○ 「選手、役員の他、運営ボランティア、文化プログラムへの
協力をお願いします」（宮崎県スポーツ協会）



【全国】全国高等学校総合体育大会
（ヨット部、レスリング部）
全国高等学校情報処理競技大会
全国高校生グレコローマン大会

【九州】九州学校農業クラブ連盟発表大会

【 県 】宮崎県高等学校生徒商業研究発表大会
宮崎県高等学校一年生体育大会
その他、各競技団体等主催大会

結果に関係なく、結果を出そうと努力した日々の活動に
価値がある。これからの学校生活や卒業後の人生に経験
や想いを活かしてほしい。

全国高校総体の新聞記事
（2022年8月17日付
｢宮崎日日新聞｣より）

１ 各種大会や地域活動等について

Ｆ(日南振徳) 5位
ｾｰﾘﾝｸﾞ女子ﾚｰｻﾞｰﾗｼﾞｱﾙ級

～初日出遅れ巻き戻す～

女子ﾚｰｻﾞｰﾗｼﾞｱﾙ級は強風
の影響で最終ﾚｰｽが中止さ
れ、Ｆ（日南振徳）は前日
の第6ﾚ-ｽまでの5位で順位
が確定した。「目標のメダ
ルには届かなかったが、絶
対に入賞するつもりで挑ん
だ。すごくうれしい」と喜
んだ。

(機械科３年Ｆさんのｺﾒﾝﾄ)



【地域貢献活動】
ＪＲ飫肥駅、日南駅、南郷駅の清掃ボランティア

※１００名近い生徒が参加

【地域連携活動】
日南から目指せ起業家
「にちなん企業体験プログラム」
※創客創人センター

日南振徳高校生には地域から大きな期待が寄せられています。地域への貢献や地域
との連携を通して、日南市が日南振徳高校を応援する町になれば・・と思います。

「販売を通してお客さんとのふれあい楽しみながら
購入者の想いやニーズを学んでいきたい」と話して
いた。（地域農業科２年Ｙさんのコメント）

１ 各種大会や地域活動について

「にちなん起業体験プログラ
ム」に関する新聞記事
（2022年8月14日付

｢宮崎日日新聞｣より）

日南市内の中高生が事業を
立ち上げ、株式会社の仕組み
を学ぶ「にちなん起業体験プ
ログラム」（同事務局主催）
は７日、日南市の創客創人セ
ンターで始まった。９人が参
加し、実際の店舗での販売を
目指して事業計画を作成した。
日南振徳高２年のＹさん
は・・・



２ 自転車の乗り方について

（１）令和３年度（宮崎県内）

① １９件の自転車運転を検挙
うち、１８件が交通事故を伴う違反

② ２，５３３件の「指導警告票」を発行
並進と携帯電話使用が多い。 ４割が高校生

（２）令和４年４月 「道路交通法」の改正

全ての自転車利用者に対する乗車用ヘルメットの着用努力義務
（１年以内に施行） → 努力義務はいずれ義務化される可能性有り

以上のことを踏まえて・・・



２ 自転車の乗り方について

令和４年から５年間、特に自転車指導が必要とされている地区・路線を指定し指導
の強化を図る。
「県内１２警察署でそれぞれ強化が必要と思われる地区・路線の１カ所」

（宮崎県警察本部）

（「日南警察署」管内） 今町交差点～日南振徳高校前

日南振徳高校

約９００ｍ

今町交差点



２ 自転車の乗り方について

自転車に対する認識を変えてほしい
（宮崎県警察本部 交通部交通企画課）

① 自転車は、道路交通法で「車両」に規定されている。
ヘルメット着用が義務化されておらず、歩道を走行できる先進国は
日本だけ。また、諸外国では自転車は車道を走行するのが常識。

③ ヘルメット非着用時の致死率は着用時と比べて約３倍

② 自転車対歩行者の事故では自転車の「１００％」が法令違反であった。
自転車対歩行者事故の４３％が歩道上で発生

【令和２年統計】自転車対歩行者事故における自転車の法令違反別歩行中死者・重傷者の割合
「前方不注意」（３１％）、「安全不確認」（２２％）、
「その他の安全運転義務」（１８％）・・・・



２ 自転車の乗り方について

自転車のメリット

・免許がいらない ・バイクや自動車に比べて値段が安い
・気軽に乗れる ・燃料がいらない ・地球に優しい
・季節を感じる ・健康増進、体力増強 ・騒音が出ない

自転車のデメリット

・天候の悪い日は快適に乗れない ・事故から身を守ることが難しい
・自分で定期的に点検や手入れをする必要がある（故障しやすい）
・自動車（車道）と歩行者（歩道）の交通妨害になりやすい

※基本的には自転車の歩道通行は禁止

元・広島東洋カープ投手 北別府学 氏（都城農業高校出身・６５歳）
「入団直後からプロとして通用する足腰は高校時代の自転車通学で鍛えられた」

（片道２０数ｋｍを毎日自転車で登下校・・３年間無欠席）



３ 新型コロナウイルス感染防止対策について

授業や学校行事等の活動は可能な限り実施。ただし、最大限の感染対策に
取り組むこと。（「宮崎県教育委員会」通知）

（１）マスク着用について

① 常時着用が原則

② 着用しなくてもよい場合
※先生の指示に従ってください

（２）登校について

発熱や倦怠感等、体調に不安がある場合は登校を控える。
・その際、医療機関を受診すること

●換気＋マスク着用
●手指等の消毒

感染拡大防止に協力してください
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４ 「校訓」に相応しい生徒を目指そう

潔己
(けっき)

至道
(しどう)

振徳
(しんとく)

自分の心を清らかにし、
行いにけじめをつけること

最上の生き方の指針、
まことの道

恵み施すこと

［論語 述而篇より］

［礼記 学記篇より］



４ 「校訓」に相応しい生徒を目指そう

潔己
(けっき)

至道
(しどう)

振徳
(しんとく)

自分の心を清らかにし、
行いにけじめをつけること

最上の生き方の指針、
まことの道

恵み施すこと

［論語 述而篇より］

［礼記 学記篇より］

評判の悪い村から来た少年
ではあるが、孔子は「学びに
向かう清らかで純真な心」を
みて入門を許した

立派な生き方を示した
教えがあっても学ばな
ければ、その素晴らしさ
はわからない
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４ 「校訓」に相応しい生徒を目指そう

恵み施すこと

［孟子 巻第五滕文公章句・上］より
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４ 「校訓」に相応しい生徒を目指そう

恵み施すこと

［孟子 巻第五滕文公章句・上］より

腹一杯食べ、暖かい着物を着て、不自由なく
暮らしていても、教育を受けなければ鳥や獣
と同じである。
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４ 「校訓」に相応しい生徒を目指そう

恵み施すこと

「人の人たる道」の修業に努め、広く社会に
貢献し、心豊かで思いやりのある生徒

日南振徳高校生は・・・

親子の間には親愛、君臣の間には礼儀、夫婦の間にはけじめ、

年上と年下の間には順序、友だちの間には信頼がなくてはならな
い。 ※「人の人たる道」の基本
指導者は、民をねぎらい慰め、間違っている者は正しく導き、
心の曲がっている者はまっすぐにしてやり、民を助けて本来人が
持っている善性を自覚させ、その上で恩恵を施して民をにぎわし
てやらねばならない。
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令和４年度第２学期始業式 「校長講話」まとめ

自転車は道路交通法で規定されている車両である。
自転車に対する認識を変えよう！

授業や学校行事等の活動を可能な限り実施するために（最大限の）
感染対策（換気、マスク着用、手指消毒）に取り組もう！

「人の人たる道」の修業に努め、広く社会に貢献し、心豊かで思いや
りのある生徒になろう！

結果に関係なく、結果を出そうと努力した日々の活動に価値がある。
これからの学校生活や卒業後の人生に経験や想いを活かそう！

日南振徳高校生には地域から大きな期待が寄せられている。
地域から応援される学校にしよう！

２学期は「学校や地域のためになる」と思うことを行動で示そう！


